
 

文部科学大臣賞・国土交通大臣賞 

第２９回 日本少年少女オープンヨット大会（東日本地区） 

帆走指示書 

１．この大会に採用する規則 

   ２００９年－２０１２年の国際セーリング競技規則（付則Ｐを適用する）、（財）日本セーリン

グ連盟規定、この大会に出場するクラス規則（この帆走指示書で変更された規則は除きます。）

実施要項・レース公示とこの帆走指示書を用います。 

  定義「ゾーン」の距離は、２艇身に変更します。 

 

 

２．帆走指示書に変更がある時や選手へ知らせることがある時 

大会期間中に、帆走指示書の変更がある時は、陸上本部にＬ旗を揚げて公式掲示板と場内放送

で速やかに選手、指導者に伝えます。 

また、選手に知らせることがある時、陸上ではＬ旗を揚げて公式掲示板に掲示し場内放送で連

絡します。湖上では本部船にＬ旗を揚げて予告信号前に口頭で選手に伝えます。 

 

 

３．陸上で揚げる信号 

  下記の旗の掲揚又は降下を音響信号と共に行います。 

（１）Ｌ旗（掲揚）……レース委員会からの通告が公式掲示板に掲示されました。（短音１声） 

（２）ＡＰ旗（掲揚）………レースは延期されています。予告信号はＡＰ旗降下後３０分以 

             降に発します。（掲揚：短音２声、降下：短音１声） 

（３）黄色旗（掲揚）………Ａ湖面のレース艇は、レース湖面に出艇しなさい。（短音１声） 

（４）白旗（掲揚）…………Ｂ湖面のレース艇は、レース湖面に出艇しなさい。（短音１声） 

（５）Ｂ旗（掲揚）…………当日のＡ湖面の抗議の受付を開始します。（短音１声） 

（降下）…………抗議の受付を締め切りました。（短音１声） 

 

 

４．レース日程 

５月３日（日） レース予定及びスタート予告信号時刻 

トライアルレース（山中湖カップ ヨットレース） 
Ａ湖面 Ｂ湖面 

FJ 級 SS 級 

ミニホッパー級上級者・初級者 

シーホッパー級 SR 

レーザー級ラジアル・４．７ 

トライアルレース １２：５５ 

 

Ｂ海面でのトライアルレースは 

行いません。 

 

ＯＰ級上級者 

トライアルレース １３：００ 

 

 



 引続き第２レース以降出来る限りレースを行うが、１４：３０以降のスタートは行わな 
 い。 
 

５月４日（月） レース予定及びスタート予告信号時刻 

Ａ湖面 Ｂ湖面 

FJ 級 SS 級 

ミニホッパー級上級者 

シーホッパー級 SR 

レーザー級ラジアル・４．７ 

第 1レース   ０８：５５ 

第２．３．４レース 引続き 

ミニホッパー級初級者 

（６艇以上ｴﾝﾄﾘｰある場合） 

  （６艇未満の場合は上級者と 

一緒にレースを実施） 

 

第１レース    ０８：５５ 

  第２．３．４レース 引続き 

ＯＰ級上級者 

第１レース   ０９：００ 

第２．３．４レース 引続き 

ＯＰ級初級者 

 第１レース    ０９：００ 

 第２．３．４レース 引続き 

 諸条件により第１日目に５レースを行う場合があります｡その場合、第４レース終了までに全参

加者にわかるように通告します｡ 
      

      ５月５日（火） レース予定及びスタート予告信号時刻 

Ａ湖面       Ｂ湖面 

FJ 級 SS 級 

ミニホッパー級上級者 

シーホッパー級ＳＲ 

レーザー級ラジアル・４．７ 

第５レース   ０８：５５ 

第６．７レース  引続き 

ミニホッパー級初級者 

（６艇以上ｴﾝﾄﾘｰある場合） 

 （６艇未満の場合は上級者と 

  一緒にレースを実施） 

第５レース    ０８：５５ 

第６．７レース   引続き 

ＯＰ級上級者 

 第５レース   ０９：００ 

 第６．７レース  引続き 

ＯＰ級初級者 

第５レース    ０９：００ 

第６．７レース   引続き 

                   

  第１日目に５レースを行った場合は、第２日目の最初のレースは、第６レースとなります｡ 

  この日は１２：００以降のスタートは行わない。 

 

５．クラス旗 

クラス旗は、以下の通りとします。 

（１）Ａ湖面（上級者）  シーホッパー級ＳＲ…………シーホッパー級ＳＲ旗  

ミニホッパー級………………ミニホッパー旗 

レーザー級ラジアル・4.7……レーザーラジアル旗 

               FJ 級  …………………………FJ 旗 

    SS 級 …………………………SS 旗  



               上記全種目同時適用…………F 旗 

               ＯＰ級…………………………ＯＰ旗（黒） 

（２）Ｂ湖面（初級者）  ＯＰ級…………………………ＯＰ旗（赤） 

                              ミニホッパー級………………ミニホッパー旗 

 

 

６．レース湖面とコース 

（１）レース湖面は概ね別添図に示す通りです。 

（２）マークを回航する順序は下図に示します。  

（３）両湖面ともスタート後のコース変更は行いません。 

 

 

 

 

   Ａ湖面 （ＯＰ級上級者）  コース  Ｓ－１－２－３－１－３－Ｆ  
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Ａ湖面（FJ 級、SS 級、シーホッパー級 SR、レーザー級、ミニホッパー級上級者）   
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Ｂ湖面（ミニホッパー級初級者）   （ＯＰ級初級者） 
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７．使用するマークの説明 

マークは以下のものを使用する。 

（１）Ａ湖面……１、２、３の数字を表示した黄色のマークと４の数字を表示した赤色のマー

クを使用します。 

（２）Ｂ湖面……１、２、３の数字を表示した黄色のマークを使用します。 

 

 

８.スタート 

（１）スタートは、規則２６によって行います。 

時間 信号 旗 音響信号 

スタート５分前 予告信号 クラス旗 揚げる  短音１声 

スタート４分前 準備信号 Ｐ旗、Ｉ旗又は黒色旗

揚げる 

短音１声 

 

 

スタート１分前 １分前信号 Ｐ旗、Ｉ旗又は黒色旗

降ろす 

長音１声 

０ スタート信号 クラス旗  降ろす 短音１声 

      スタート信号は､湖上本部船で行います。 

次にスタートするクラスがある場合、その予告信号は先にスタートするクラスのスター

ト信号と共に発します。 

（２）スタートラインは２艇の運営艇のオレンジ旗を揚げたポールまたはマストの間とします。 

（３）スタート信号が発せられたクラスの艇は、スタート信号から４分過ぎるとスタートでき

ません。 

（４）スタートが延期される時は、音響信号２声とともにＡＰ旗を揚げます。 次の予告信号

は、音響信号１声とともにＡＰ旗が降りてから１分後に発します。  

（５）Ｂ湖面のスタートに関しては運営艇から指導することがあります｡ 

 

 

９．リコールとゼネラルリコール 

（１）リコール艇があった場合は、音響１声とともにＸ旗を揚げます。また、Ｂ湖面ではリコ

ール艇のセール番号を出来る限り口頭で通知します。 

      Ｘ旗は、リコール艇の全てがリコールを解消するまで揚げておきますが、リコール艇の

全てがリコールを解消していなくてもスタート信号後４分経過した時点で降ろします。 

（２）リコール艇が多く判断できなかった場合は、ゼネラルリコールとします。 

その場合、音響信号２声とともに第一代表旗を揚げます。 

（３） ゼネラルリコールの発せられた後の新たな予告信号は、音響１声とともに 

第一代表旗が降りた１分後に発します。 

（４）スタートには、３０．１「Ｉ旗規則」または３０.３「黒色旗規則」を用いることがあ

ります。この時は、準備信号にＩ旗または黒色旗を揚げます。 

（５）「Ｉ旗規則」に違反した艇がある場合にも、音響１声とともにＸ旗を揚げます。Ｘ旗は、

違反した全ての艇が規則に従うまで揚げておきますが、違反艇の全てが規則に従ってい

なくてもスタート信号後４分経過した時点で降ろします。 

（６）「黒色旗規則」が用いられたレースでゼネラルリコール信号が発せられた場合またはそ

のレースが中止となった場合には、レース委員会は、「黒色旗規則」に違反した艇のセ

ール番号を本部船上に掲示しますが、口頭でも当該艇に伝えます。「黒色旗規則」に違

反した艇は、そのレースが、再スタートまたは再レースとなった場合、そのレースで帆



走することはできません。 

 

 

１０．フィニッシュ 

（１）フィニッシュ・ラインは、Ａ湖面ではスターボード側の端に位置する青色旗を揚げた運

営艇のオレンジ旗を揚げたマストまたはポールと赤色のマークの間とします。Ｂ湖面で

はスターボード側の端に位置する青色旗を掲げた運営艇のオレンジ旗を掲げたマスト

またはポールとオレンジ旗を掲げたもう１艇の運営艇のマストまたはポールの間とし

ます。 

（２）コース短縮の場合は、スターボード側の端に位置するクラス旗の上にＳ旗と青色旗を揚

げた運営艇のオレンジ旗を揚げたマストまたはポールと短縮となるマークとの間とし

ます。 

Ｂ湖面は運営艇より口頭で選手に伝えます。 

 

 

１１．タイムリミット 

各クラスの先頭艇がフィニッシュしてから２０分後をタイムリミット（レース終了）としま

す。タイムリミットまでにフィニッシュなかった艇は、ＤＮＦとします。 

      Ｂ湖面では、本部艇委員長の裁量によりタイムリミットの延期または短縮をすることがあり

ます。 

 

 

１２．抗議 

（１）抗議するヨットは、相手艇に抗議する意思を伝え、運営艇に相手艇のセール番号を報告

しなければなりません。 

（２）艇の抗議は、「その抗議に直接関係したヨットに限り抗議することができる。」こととし

ます。 

（３）抗議は、陸上本部に用意してあるに用紙に記入し、その日の最終レースが終了してから

６０分以内に、陸上本部に提出すること。この時間は、プロテスト委員会が、やむをえ

ない状況により遅れたと判断した場合、延長する場合があります。 

（４）審問は、抗議書が提出されてから、プロテスト委員会で行います。 

（５）Ｂ湖面では、原則として抗議は行わないこととしますが、故意にルール違反をしたと見

られる場合、また、マナーに係ることでレース委員会が抗議を出すこともあります。 

 

 

１３．得点 

（１）競技規則付則Ａに規定された低得点方式を用います。 

        なお、総得点で同得点となった場合は、同付則Ａ８によりタイを解き順位を確定します。 

（２）７レース成立した場合は、最も悪い得点をカットしたレースの得点を合計し、総得点を

計算します。 

（３）失格（ＤＳＱ、ＤＮＥ、ＤＧＭおよびＢＦＤ）とされた艇の得点は、「参加艇数＋３」

位の得点を記録します。 

 

 



１４．大会の成立 

各クラスとも７レースを予定しますが、１レースの完了をもって大会の成立とします。 

 

 

１５．失格に代わる罰則 

競技規則４４.２（２回転ペナルティー）を用います。 

 

 

１６．出艇申告と帰着申告 

      各ジュニアヨットクラブの出艇・帰着申告責任者は、選手全員の出艇・帰着を確認し陸上本

部にその都度、速やかに申告しなければなりません。 

また、リタイヤする選手、途中リタイヤした選手がいる場合も、出艇・帰着申告責任者は、

速やかに申告しなければなりません。 

      出艇申告は、予告信号の６０分前から３０分前までに行います。 

   帰着申告はその日の最終レース終了後６０分以内に行って下さい。 

 

１７．クラブ支援艇 

（１）陸上本部に申告することにより、クラブ支援艇の使用を認めます。ただしこれらのクラ

ブ支援艇は、レース委員会（湖上では各運営艇）より救助活動の要請がある場合以外は、

レース湖面の外側を航行しなければなりません。 

（２）クラブ支援艇は、下記の「救助体制」に基づいて発せられるレース委員会の指示（湖上

での救助艇への指示は運営艇に信号旗を掲揚）により行動してください。 

 

「救助体制」   救助体制１  微風・順風のコンディション   

                           救助体制２  中風 波が高い 夕暮れ近く  

                     霧の発生が予測される。 

                           救助体制３  強風～非常事体発生 日没時 

                     濃霧と視界限界制限状態 

 

〈救助体制１〉   救助指揮艇に「赤十字旗」を揚げる。  

         救助部の救助艇のみで救助活動を行う。支援艇は、あ 

らかじめＡ．Ｂ湖面に 振り分けられ、その湖面に位 

置し、応援可能な状態にある。 

 

〈救助体制２〉   救助指揮艇に「赤十字と赤旗」を揚げる。 

         レース委員長より全運営艇に指示を出す。 

         救助部の救助艇 ＋ 支援艇数の１／２ 

               指示されたエリアにて活動する。レースごとに交代する｡ 

 

〈救助体制３〉   救助指揮艇に「赤十字旗と赤旗２枚を 」を揚げる。 

         レース委員長より全運営艇に緊急指示を出す。 



         全支援艇は即救助体制に入る｡ 

               陸上本部要員及び全ての陸上指導者保護者の緊急体制をとる。状

況に応じ富士吉田警察署、山中湖村消防団に連絡を取る。 

 
 
１８．安全等 

（１）出場選手は、出艇から帰着までの間、必ず有効な浮力をもつライフジャケットを着用し

なければなりません。 

（２）レース艇は、救助及び曳航のために、直径５mm 以上で８ｍ以上のバウラインを搭載し

なければなりません。 

（３）救助を求める時は救助する船に向かって手のひらを大きく広げ横に振り意思表示をして

ください。 

（４）危険と判断した場合は選手の意志に関係なく救助することがあります。 

（５）リタイヤをする場合は、近くにいる運営艇にリタイヤの意思をできるだけ伝えてくださ

い。 

（６）艇は、湖にゴミを捨ててはいけません。湖上で発生したゴミは、各自で持ち帰ることを

原則とします。 

 

 

１９．識別マーク 

Ｂ湖面に出場する艇は、レース委員会で用意した識別マークをセールのピークにつけなけれ

ばなりません。 

 

 

２０．責任 

大会期間中、参加者に関係して（陸上又は湖上等で）発生した傷害等及び物品の破損、損害

は、参加者、保護者、指導者の責任とします。 

 

２１．帆走指示書第１６項から第１９項に関する違反については、レース委員会の裁量によ  

   りペナルテｲ―を課すことがあります。 

 

 

 

 

 

 



信 号 一 覧 表 

   【陸上で発せられる信号】 

事項 旗 状態 音響信号 意味 

選手への通告 Ｌ旗 揚げる 短音１声 レース委員会からの通告が公式掲示板

に掲示されました。 

〃 ＡＰ旗/ 

（ｸﾗｽ旗） 

揚げる 短音２声 （当該クラスの）レースが延期されて

います。 

〃 ＡＰ旗/ 

（ｸﾗｽ旗） 

降ろす 短音１声 （当該クラスの）予告信号は３０分以

降に発せられます。 

出艇の許可 黄色旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音１声 （当該クラス）Ａ湖面のレース艇は、

レース湖面に出艇しなさい。 

〃 白旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音１声 （当該クラス）Ｂ湖面レース艇は、レ

ース湖面に出艇しなさい。 

レース中止 ＡＰ旗/Ａ旗 揚げる 短音２声 本日は、これ以上レースは行わない。

抗議 Ｂ旗/ｸﾗｽ旗 揚げる 短音１声 （当該クラスの）抗議を受付けます。

抗議 Ｂ旗/ｸﾗｽ旗 降ろす 短音１声 （当該クラスの）抗議受付を終了しま

した。 

 

【湖上で発せられる信号】 

事項 旗 状態 音響信号 意味 

選手への通告 Ｌ旗 揚げる 短音１声 声の届くところに来なさい。 

レース延期 ＡＰ旗 揚げる 短音２声 まだスタートしていない全てのレース

は、延期されました。 

〃 ＡＰ旗 降ろす 短音１声 予告信号は１分後に発します。 

〃 ＡＰ旗/Ｈ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音２声 （当該クラスの）レースが延期されま

す。 

その後の信号は陸上で発します。 

予告信号 ｸﾗｽ旗 

    

揚げる 短音１声 スタート５分前です。 

準備信号 Ｐ旗、Ｉ旗 

又は黒色旗 

揚げる 短音１声 スタート４分前です。Ｉ旗または黒色

旗の場合、Ｉ旗規則または黒色旗規則

が適用されます。 

１分前信号 Ｐ旗、Ｉ旗 

又は黒色旗 

降ろす 長音１声 スタート１分前です 

スタート信号 ｸﾗｽ旗  降ろす 短音１声 スタートです。 

リコール旗 Ｘ旗 揚げる 短音１声 リコール艇があります。 

ゼネラルリコール 第１代表旗 揚げる 短音２声 ゼネラルリコール 

〃 第１代表旗 降ろす 短音１声 予告信号は、１分後に発せられます 

ｽﾘｯﾄ ｵﾚﾝｼﾞ旗 揚げる なし スタート及びフィニッシュの見通しラ



インです。 

ﾌｨﾆｯｼｭ艇 青色旗 揚げる なし 「ここがフィニッシュ」を意味します。

ｺｰｽ短縮 Ｓ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音２声 （当該クラスの）コースは短縮されま

した。 

回航マークとこの艇の間をフィニッシ

ュせよ。 

マーク信号 Ｍ旗 揚げる 反復 マークが紛失･流れた場合の代わりで

す。 

マークの代わりに、この信号を揚げた

ものを 

回航又は通過しなさい。 

レースの中止 Ｎ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音３声 （当該クラスの）レースは中止されま

した。 

その後の信号はスタート･エリアで発

します。 

〃 Ｎ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

降ろす 短音１声 （当該クラスの）次の予告信号は、１

分後に 

発します。 

帰港信号 Ｎ旗/Ｈ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる 短音３声 （当該クラスの）レースは中止されま

した。 

速やかにハーバーへ帰港しなさい。 

その後の信号は陸上で発します。 

集合信号 Ｒ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

揚げる なし （当該クラスの）引き続きレースを行

います。 

速やかに本部船の近くに集合しなさ

い。 

〃 Ｒ旗 

(ｸﾗｽ旗の上に) 

降ろす 短音１声 （当該クラスの）引き続きのレースの

予告信号は１分後に発します。 

救助要請 赤十字旗 揚げる なし 救助部の救助艇のみで救助活動を行

う。 

〃 赤十字旗 

赤色旗１枚 

揚げる なし 救助部の救助艇 ＋ 支援艇数の１／

２で 

救助活動を行う 

〃 赤十字旗 

赤色旗プラ

ス２枚 

揚げる なし 全運営艇、支援艇は救助体制に入る｡ 

陸上本部要員、保護者、指導者救助体

制に入る 

状況に応じ警察署、消防署に連絡をと

る。 
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